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受賞理由 

本研究は、表層崩壊発生予測手法に関して、物理モデルの入力条件の設定方法の違い

が予測精度に及ぼす影響を検討したものである。近年のコンピュータ能力の向上に伴い、

地中の水文プロセスに関し、土層厚、透水係数、水分特性曲線、粘着力、内部摩擦角等、

種々の入力条件をモデルに組み込むことが可能になってきたが、パラメータのデータ取

得精度がモデルの複雑さについていけない状態に陥っているというのが現状である。そ

こで、測定が比較的容易な入力条件で構成される簡易な物理モデルを用いて表層崩壊発

生箇所の予測計算を行い、実際の災害事例と比較することでその有効性を検証した。そ

の結果、土層厚、地形量、粘着力を適切に計測・設定することで、地下水位を定常状態

と仮定した比較的単純な危険度評価手法であっても、表層崩壊の相対的な危険性を精度

良く表現することが可能であることを示した。このことは、表層崩壊の危険度を、簡易

かつ合理的な物理モデルで議論することを可能にしたものであり、今後の防災対策にと

って極めて意義深いものである。内田氏は、対象論文の主著者であり、砂防に関する学

術の発展に顕著に貢献したと認められる。 
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平成 19 年度 砂防学会砂防技術賞 「ＳＨ型簡易貫入試験機の開発と適用」 

平成 12 年度 砂防学会論文奨励賞 「荒廃山地の土砂生産過程に関する原位置実験」 


